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背景
• ソフトウェアを安全に稼働させる為には，メンテナン
スが必要不可⽋である

• 将来のメンテナンス⼯数を⾒積もる為に，変更優先度
やバグ優先度といった保守指標がよく⽤いられている
⁃ バクや変更が起こりやすいコンポーネントは保守コストが⾼い

• しかし，これらの指標を測定する為には，⼀度リリー
スされなければならない[78]
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背景
• そこで，コードメトリクスと変更優先度，バク優先度
の関連性を調査することで，間接的にメンテナンス⼯
数を⾒積もる研究が⾏われている

• 本研究では，メソッドサイズに着⽬し，メソッドサイ
ズとメンテナンス⼯数との関係を調査する

3



リサーチクエスチョン
• RQ1: SLOC はメソッドレベルの変更性，バグ優先度と相
関があるか？

• RQ2：メンテナンス可能なメソッドサイズとは？

• RQ3：開発者は⼤規模なメソッドを分解する必要があ
るか？

• RQ4: サイズを制御することで他の品質メトリクスが制
御されるか？
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データセット
• 5つの異なる先⾏研究によって使⽤された，49のGitHub
プロジェクトを選択

• Getter/Setter，2年未満のメソッドは除外
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RQ1：SLOC はメソッドレベルの変更性，
バグ優先度と相関があるか？
• SLOCと5つの保守指標のKendall のτ相関係数の分布を調
査
⁃ 変更優先度

• Revisions：メソッドが修正された回数
• NewAdditions：追加⾏数
• Diffsizes：変更⾏数
• EditDistances：追加、，削除，修正された⽂字数

⁃ バグ優先度
• BuggyCommit：バグ修正コミット数
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RQ1：SLOC はメソッドレベルの変更性，
バグ優先度と相関があるか？
• SLOC は，メソッドレベルの粒度において，変更および
バグの発⽣しやすさと相関がある
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RQ2：メンテナンス可能なメソッドサ
イズとは？
• Alves ら[3]による，6stepの体系的アプローチを利⽤

• Step1：SLOCの測定

• Step2：重み付け
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RQ2：メンテナンス可能なメソッドサ
イズとは？
• Step3：グループ化
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RQ2：メンテナンス可能なメソッドサ
イズとは？
• Step4：正規化

• Step5：すべてのプロジェクトでStep1からStep4を⾏う
• Step6：アルゴリズムからx_axis，y_axisを求める

• x_axisを昇順に（y_axisもそれに合わせて）ソートして，
累積折れ線グラフを作成
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アルゴリズム
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RQ2：メンテナンス可能なメソッドサ
イズとは？
• 24SLOC以下で記述されたメソッドが7割であった
⁃ ほとんどのメソッドは24SLOC以下で記述できる
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RQ3：開発者は⼤規模なメソッドを分
解する必要があるか？
• SLOCが24以上のメソッドAと， SLOCが24以下のメソッ
ドを，Aと同じSLOCにマージしたメソットBを， 5つの
保守指標に関してCliff’s Deltaで⽐較
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RQ3：開発者は⼤規模なメソッドを分
解する必要があるか？
• ほとんどの場合，マージされたメソッドは、個別のメ
ソッドよりもコストが低い
⁃ ⼤規模なメソッドを分解しても，ソフトウェアシステムの保守
⼯数が増加することはない

14

N：無視できる
S：⼩さい

⻘⾊は，マージされ
たメソッドの⽅がそ
の指標に対する値が
低いことを⽰す



RQ4: サイズを制御することで他の品
質メトリクスが制御されるか？
• メソッドサイズを制御することで，以下の3つの指標も
制御できるか調査
⁃ Testability

• McCabe，McClureメトリクス
⁃ Readability

• Buse ら[15]が実装した⼀般に公開されている可読性ツールを利⽤
⁃ Maintainability Index
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RQ4: サイズを制御することで他の品
質メトリクスが制御されるか？
• メソッドサイズを制御することで，3つの指標も制御で
きる
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まとめ
• ⽬的
⁃ メソッドサイズとメンテナンス⼯数との関係を調査

• 結果
⁃ SLOC はメソッドレベルの変更性，バグ優先度と相関がある

⁃ メソッドのサイズは，分解を⾏い24SLOC以下に抑えることで，
保守コストを抑えることができる

⁃ メソッドサイズを制御することで， Testability ， Readability ，
Maintainability Indexも制御することができる
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所感
• 所々説明がなくて，あまりよくわからなかった

• どうしても24SLOC以上必要な実装もあるのでは

• メソッドサイズを抑えることで，保守コストを抑えら
れるのは興味深い
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